
令和５年度 第４回（７月度）笠松町役員会議録
令和５年７月８日

＜開催日時＞２０２３年７月１日（土）１９時～２０時４０分

＜出席者＞植野顧問・藤田会長・乾副会長・田端副会長・佐々木会計・石塚総務・福島会計監査・西

浦会計監査・西端１区長・尾崎谷２区長・岡本３区長・野出４区長・日高５区長・谷口６区長・辻本

７区長

＜進行＞司会：乾副会長

＜会長挨拶＞藤田会長より、会員宅の樹木の繁殖により水路が埋まり５月末の大雨時に雨水が溢れた

り、木々の枝が電線に接触する事案があり、各々市当局及び関電・NTT の対応により災害を回避

していただいています。ついては平成１８年のような床下浸水等の被害を避けるために、今後も危

険個所についての通報を徹底いただくようお願いがありました。

＜内容＞

Ⅰ．防犯灯・防犯カメラの新設・更新について　　　　　　　　　　　　　

１．６月末締め切りの申請内容の報告があり、各区長と確認の上防犯灯新設７件（1 区１件・４

区４件・７区２件）を承認しました。又、４区４班のりんくう緑地への設置に関しては既存の電

柱が無く新設ポールへの架線への風圧を考慮し地中に電線を埋めポールを建てる工事費

用が係るが、代替策が無い為実施することとしました。

２．防犯カメラの４区新設は当初計画の費用が大きい為、ポールの新設は見送り既存電柱に

アタッチメントを取り付けることで対応することとしました。

Ⅱ．町内会未加入件数調査案について

　　田端副会長より未加入調査の説明があり、７月２０日までに班長より区長経由で報告をい

ただくこととしました。

Ⅲ．事業委員の推薦結果報告と対応案について

　　　　藤田会長より自薦・他薦とも事業委員の推薦はなく、結果下記の対応としたいとの報告が

ありました。

(1) 自主防災会・・・今回防災事業委員８名（消防士・防災士等）を任命し、自主防災会の

活動継続に向けた今年度の施策について検討してまいります。

(2) 会館運営委員会・・・各クラブ・サークル代表者を運営委員に任命し、石塚総務を中心

に会館運営規則の改定を進めることとしました。

(3) 環境美化活動・・・環境美化推進委員には、新たに単身世帯で３０ Lのゴミ袋を要望さ

れる方にご協力いただき登録していただくこととし、７月の市報配布時にお知らせするこ

ととしました。　

※別紙①「各種ゴミ袋のお知らせ」参照

Ⅳ．笠松自主防災会議報告について



藤田会長より報告があり、会館の避難所登録及び備品購入計画に関して確認しました。特

に「絆リスト」登録者への共助を推進する為、若い方を中心に班単位で役割分担を決めるとと

もに必要な防災機材の整備を行います。１１月５日（日）泉佐野市大防災訓練では防災機材

のテストも兼ね「炊き出し訓練」を実施し、昨年を上回る２００名の参加を目標としました。

Ⅴ．笠松町会館改修工事計画について（藤田会長）　

令和５年度に会館改修工事を計画していましたが、昨今の物価高騰により当初の投資予算

額を大幅に超過することが判明し市に相談したところ、補助金の増額を要望する場合は再度

申請するようアドバイスがありました。一旦補助金を受けると以降２０年は補助金申請ができな

いことより笠松会館を今後２０年以上継続使用する為に必要な改修内容を企画することとしま

す。主な改修内容としてはメンテナンス投資以外に、施設のバリアフリー化や災害時避難所と

しての機能整備、クラブ・サークル活動や総会などでの収容人数拡大に向けたレイアウトの見

直しを今年度実施します。実施に必要な補助金（総費用の 1/2、最大１５百万）を市の来年度

予算に申請し、実現に向けた設計と施工管理を浅田設計室にお願いするとの報告がありまし

た。

今後利用者の意見を基に改修計画の詳細を検討し、必要な投資額・補助金申請額につい

ては１０月７日の役員会議で報告し令和６年度笠松町内会定期総会で提案するとの説明があ

りました。

Ⅵ．8区の一部組織変更について

８区の６班と７班の組織変更に関する手続きが完了した為、申請通り変更することを確認しま

した。

Ⅶ．令和５年度一般・特別会計繰越金に関する説明

前回の役員会で植野顧問より質問がありました「会計書類記載の数値に関する整合性」に

ついて佐々木会計より以下の通り報告がありました。

１．令和５年度笠松町内会一般会計・特別会計予算の繰越金は見込み額であり、正しい数値

は令和５年度決算時に反映されます。

２．定期総会報告の予算策定時には、令和５年３月度経費として想定した定期総会に係った

費用等を精査の上令和５年度経費として計上することにより一般会計の繰越金は、当初

予算より増額となりました。（+1,014,684円）。又、最近の金融情勢下で金利が大きく低下

し、特別会計の利息が想定以上に少なかった（△1,128円）ことが差異の要因です。

上記報告に基づき予算書と決算書の策定時期を合わせるべきだとの意見があり、定期総

会開催時期について、今後の検討課題とすることとしました。

＜その他＞

第５回（８月度）役員会議は、８月５日(土)１９時～

　　　　　　　　　　以上


